
2026/4/1　看護部

杏林大学医学部付属病院　看護師のキャリアパス
看護師としてのキャリアのゴールをどこに持っていくかを考え、それを達成するためにどのような経験が必要か、自らのキャリアを組織の資源を活用してデザインする

21(22)歳～ 24(25)歳 25歳～ 27歳～ 30歳頃 30代前半 35歳 40歳 45歳 50歳 60歳～ 定年後
入職～ ～３年目 ４年目～ ６年目～ ～10年 ～15年 ～20年 ～25年 ～30年 ～40年

評価ツール

キャリア分岐点

キャリアカウンセ
リングの時期

職能開発の要件

•基本的な看護手
順に従い必要に応
じ助言を得て看護
を実践する

•標準的な看護計
画に基づき自立して
看護を実践する
•ケアの受け手に合
う個別的な看護を
実践する

•ケアの受け手に合
う個別の状況に応
じた判断と実践を行
う

•幅広い視野で予
測的判断をもち看
護を実践する

•チーム医療の推進
に伴う人間性・社会
性の向上
•専門分野の強化・
展開
•教育的役割の強
化

•それぞれのキャリア
における、役割モデ
ルとなる
•看護の専門職とし
て、組織や看護・医
療の創造や人材育
成の能力開発に貢
献する

•自身のウェ
ルビーイング
を維持しな
がら、役割を
発揮する

サポートの視点

・新人看護職員教
育システムによる教
育支援
・職場や職業への
適応状況の把握と
支援

・関心ある領域・看
護への気づきを支
援

・関心を深めたり、新
たな部署での　経験
支援
・学習の機会を提供
／実践力の強化
・教育的な機会の提
供

•活動の場・役割の
拡大に伴う動機付
け
キャリアの方向性選
択の支援

•選択肢の確認・支
援
専門教育をうける
機会の提供

•選択肢の確認・支
援（研修・出向
等）
•それぞれのキャリア
に合せた熟練者の
パワーを尊重・活用

•セカンドキャリアに
向けた準備を支援

松田憲二（1989）：民間企業におけるキャリア開発プログラム　ジョブ管理からキャリア管理へ, 看護展望, 14（8）, p.37を一部改変して作成

•専門職としての方向性を絞り、キャリア開発をする
・より複雑な状況で最適な手段を選択しQOLを高める
　ための看護を実践し、組織や分野を超えて参画する
・管理的知識とスキルの習得と実践
（マネジメント研修、認定看護管理者教育課程受講）
・大学院進学（専門看護師）、認定看護師教育課程、特
定行為研修受講と、資格取得、実践　　　　など

•選択肢の確認・支援
適正配置、自己教育、スーパービジョン等の機会の提供
•それぞれのキャリアに合せた熟練者のパワーを尊重・活用

•セカンドキャリアを支援

•自身のウェルビーイングの維持・向上を
継続する
•自身や周囲の変化に柔軟に適応しな
がら、経験に基づく強みを活かし貢献す
る

年　　　齢
看護経験年数（目安）

キ
ャ
リ
ア
イ
メ
ー
ジ
の
可
視
化

キャリア開発の
方向付け

専門性/キャリアの方向性検討
★看護単位研修

クリニカルラダー 新人・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

基本的実践能力獲得期
新人～ラダーⅠ

実践能力強化期・役割拡大期
キャリアの方向性を見極める時期

ラダーⅡ～Ⅲ
役割（視野）拡大期 ラダーⅣ～ キャリア充実期

目的：育成計画の共有
個人目標と組織目標のすり合わせ

目的：キャリア継続、役割拡大
実践能力強化

目的：キャリアの方向性の確認
キャリアチェンジの可能性 目的：専門分野の強化・展開、後輩の育成 目的：生涯看護職として就業継続する

セカンドキャリアの支援

スペシャリストラダー

マネジメントラダー

高度実践能力を有するジェネラリスト

セカンドキャリア
準備期

ワーク・ライフ・ハーモニー（生活と仕事と学習の調和）
ライフイベント（育児や介護など）に合わせたキャリア発達支援、生活との調和支援

クリニカルラダーⅢ認定 ➡ スペシャリスト ・ 臨床教育者

看護管理者

臨地実習支援（臨地実習指導者）

部署在籍5年以上の看護師はジョブローテーション対象（杉並病院も含む） ★ラダーⅢまでに、ジョブローテーションを経験

「キャリア開発のための教育プログラム概要」参照

クリニカルコーチ

セカンドキャリア期



2026/4/1　看護部　

杏林大学医学部付属病院　助産師のキャリアパス
助産師としてのキャリアのゴールをどこに持っていくかを考え、それを達成するためにどのような経験が必要か、自らのキャリアを組織の資源を活用してデザインする

年　　　齢 25歳 26歳～ 28歳～ 30歳頃 30代前半 35歳 40歳 45歳 50歳 60歳～ 定年後
助産経験年数
（目安） ～３年目 ４年目～ ６年目～ ～10年 ～15年 ～20年 ～25年 ～30年 ～40年

評価ツール

キャリア分岐点

キャリアカウン
セリングの時期

小児科
NICU/GCU 産科外来

 内科・手術室・
救急外来など他
部署

•産科病棟

•助産外来
主担当

職能開発の要件
•基本的知
識・技術の習
得

•事例のまとめ・発表

•疾患の管理・看
護を学び、合併
症妊婦のケアに
活かす

•専門職としての
方向性を絞り、
準備を開始

•専門職としての
方向性を絞り、
キャリア開発をす
る

•チーム医療の推
進に伴う人間性・
社会性の向上
•専門分野の強
化・展開

•それぞれのキャリ
アにおける、役割
モデルとなる

•助産師として、
組織や看護・医
療の創造や人材
育成の能力開発
に貢献する

•自身の
ウェルビーイ
ングを維持
しながら、
役割を発
揮する

サポートの視点

•新人看護職
員教育システム
による教育支援
•職場や職業へ
の適応状況の
把握と支援

・助産・看護への気づ
きを支援

•新たな部署での
経験支援
M
•学習の機会を
提供／実践力の
強化

•活動の場の拡
大に伴う動機付
け

•アドバンス助産
師取得に向けた
支援　•専門分
野以外の経験を
支援

•選択肢の確認・
支援

•選択肢の確認・
支援
•院外研修、教
育の活用

•管理、運営状
況の把握と助言

•自己教育、スー
パービジョン等の
機会の提供

•熟練助産師の
パワーを活用
•後輩育成

•セカンドキャリア
に向けた準備を
支援

下記文献をもとに一部改変して作成
日本看護協会：助産実践能力習熟段階活用ガイド　　P12「助産師のキャリアパス」 

キャリア開発の
方向付け

•産科病棟
•分娩介助30例以上（分娩第１期
から分娩第４期まで継続した観察と
介助）
•妊婦健診100例以上
•産褥健診50例以上（産褥０日か
ら産褥５日までの各日令の褥婦を50
人ずつ）

キャリアローテーション:ラダーⅢまでに、ジョブローテーションを1回は経験 •長期研修
 （院内助産のあ
る医療施設、助
産所、クリニック等
へ）

•セカンドキャリアを支援

•自身のウェルビーイングの維持・向上
を継続する
•自身や周囲の変化に柔軟に適応し
ながら、経験に基づく強みを活かし貢
献する

•ハイリスク新生児（家族も含む）
の管理・看護に関する知識・技術の
習得・実能力強化のための学習強
化

22(24）歳～

入職～

•院内助産
 主担当
•職能団体や学
会委員として活
動

•病棟・助産外来・院内助産所を経験する
•地域での社会貢献活動に参加する

日本看護協会 助産実践能力習熟段階（クリニカルラダー）：CLoCMiP レベル新人～Ⅳ

基本的実践能力獲得期 実践能力獲得期 実践能力強化・拡大と
ライフイベントの調和期 役割（視野）拡大期 キャリア充実期

管理職・教員職・研究職・行政への道
（キャリア分岐点で発生）

目的：育成計画の共有
個人目標と組織目標のすり合わ

目的：キャリア継続、役割拡大、
実践能力強化

目的：キャリアの方向性の確認、
キャリアチェンジの可能性

目的：専門分野の強化・展開、
後輩の育成

目的：生涯助産師として就業継続する、セカンドキャリアの
支援、

ワーク・ライフ・ハーモニー（生活と仕事と学習の調和）

セカンドキャリア準備期
ライフイベント再来

開業に向けた準備

高度実践能力を有するジェネラリストとして活躍

クリニカルラダー 新人・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

マネジメントラダー

【アドバンス助産師取得】 日本看護協会 助産実践能力習熟段階（クリニカルラダー）：CLoCMiPレベルⅢ認証

★部署在籍5年以上はジョブローテーション対象（杉並病院含）
（希望者は5年未満でも可能）

セカンド
キャリア期
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